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〈公演評〉 

 

ダンスの領域を空中へ―― 

カンパニーXY with ラシッド・ウランダン『メビウス』評 

（鑑賞日：2022 年 10 月 23 日 16 時 世田谷パブリックシアター） 

 

宮川 麻理子 

 

 

 2020 年以降のコロナ禍において、海外からの来日公演、それも人数の多いカンパニーの公演は制限さ

れてきた。その影響もあったと思われるが、本公演はカーテンコール直後からスタンディングオベーショ

ンが起こり、観客の驚嘆と熱狂が感じられた。カンパニーXY（Compagnie XY）が振付家のラシッド・ウ

ランダン（Rachid Ouramdane）と共に作り上げた『メビウス（Möbius）』（2019）は、その賞賛に値する

類まれなる創造性に満ちた公演であり、ダンサーたちはもはや地上から離れ、文字通り宙を舞った。 

2005 年に結成されたカンパニーXY は、サーカスのアクロバットを基礎としながら、芸術性の高いパフ

ォーマンスによって注目を集める団体である。創立メンバーであるアブデル・セナジ（Abdeliazide 

Senhadji）とマフムード・ルエタニ（Mahmoud Louertani）は、フランス国立サーカスアートセンター

（CNAC）の卒業生たちと共にこのカンパニーを組織し、振付家ロイック・トゥゼ（Loïc Touzé）の協力

を得た『Le Grand C』（2009）や『Il n’est pas encore minuit』（2014）などの代表作を掲げて、世界中で

活動している。本作『メビウス』は、パリにあるシャイヨー国立劇場のディレクターも務める振付家のラ

シッド・ウランダンとのコラボレーションによって実現したものである。ウランダンは近年、数多くのダ

ンサーが出演する大編成の振付の研究を行なっており、その集団振付の能力が今作でも遺憾なく発揮され

ている。 

ステージ上に現れた 20 名もの出演者たちは、まるで空を自由に飛ぶことができる鳥たちの群れのよう

であった。舞台空間に彼らが描き出す軌道は、時に滑らかに、時に素早く、大きなうねりとなって観客に

迫ってくる。この躍動感、スピード、そして重力が曲げられたかのような錯覚が、ただ舞台上にいる人間

たちによって、その手でアナログに作り出されているというのは大きな驚きである。 

舞台上にはセットはなく、ただ白い床が広がる。そこに黒いズボンと T シャツ、またはキャミソール

に短パンといった衣装の出演者たちがゆっくりと登場する。彼らは立ち尽くし、観客の方を見る。スティ

ックが鳴らすような音に合わせて腕を広げると、一人が女性をリフトする。そして少し離れたところにい

る二人に向けて、その女性はイルカが水中を泳ぐかのように体をしならせてジャンプする。彼らの繰り出

すアクロバットは、非常に軽々と、何の澱みもなく川が流れていくかのようにスムーズに、空中に滑らか

な軌道を描き出していく。彼らはまたあまりにも身軽で、まるで舞台の床がトランポリンでできているか
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のように軽快に跳ね上がる。そして時に回転が渦を描き出すように、集団で走る彼らが作り出す空間を動

かすエネルギーが舞台上に渦巻いていく。これらの一つ一つはアクロバットの技として完結せずに、流れ

を生み出しながら舞台空間を支配していくが、その点にはウランダンの集団に対しての振付もかなり効果

を発揮していると言えるだろう。彼らのダンスは、身体のかたちやその動きを見ることよりもむしろ、空

中に描き出される軌道と、集団が生み出すエネルギーの流れに重きが置かれている。 

こうして空中へとダンスの空間を拡張していく一方で、彼らのもう一つの特徴は、地面に足をつけたま

ま、重力と巧みな駆け引きをしてより高いところを目指していく点にもあるだろう。直立した人の肩の上

にもう一人が立ち、ゆっくりと回転したり、その上にさらにもう一人がよじ登ったり、そしてピーク時に

は 4 人が連なって一直線になり、4 階建ての人間タワーが完成する。しかし次の瞬間、そのタワーは滑ら

かな曲線を描きながら、床へと崩れ落ちていく。そこにはもちろん、落下していくダンサーたちをサポー

トする別のダンサーが待ち受けているわけだが、そうした連携プレーも見事である。また、3 人でのタワ

ーが 5 本も舞台にそびえ立つ光景は圧巻という他ないだろう。こうして人の上に立ってタワーを作る際、

彼らは決して止まらない。常にゆっくりと回転していたり、移動していない時間もわずかに動き続けたり

しているのだ。そしてそのわずかな体重の移動や体の捩れが人から人へと伝わり、絶妙な重さの交換と重

力との駆け引きが行われるが、そのやりとりは実際にそれを目撃している観客にも伝播する。フランスの

舞踊研究者でロルフィングの指導者でもあるユベール・ゴダールは、ダンサーの動きとそれを知覚する観

客の視線を分析し、視覚と運動感覚の不可分性と、ダンサーがもたらす身体感覚が鑑賞者の身体へ働きか

け運動の経験を生み出す共鳴性を指摘している（Hubert Godard, «Le geste et sa perception», La danse au 

XXe siècle, Paris: Bordas, 1995, pp. 224-229）。つまり私たち観客は、劇場の椅子に座ってただ単に舞台を

「眺めて」いるだけではないのだ。その視線の先には重さの交換があり、私たちは舞台上のダンサーが繰

り出す動きや運動感覚、その重力操作の感覚を、まさに体感しているのである。だからこそ、本作を見て

いる観客は、崩れ落ちる瞬間に、あたかも自分の体も同じように崩れ落ちそうに感じ、空中を飛翔する彼

らの「宙を舞う感覚」さえもその場で経験しているのだ。 

そうした中で、照明が仄暗くなったり、衣装の色をチェンジしたりといった演出が加わり、この崩れて

は形を変えて幾度も再生していく集団は、どこか人間たちの営みのメタファーのように感じられた。見え

ない危機に直面し、慌てふためき、一斉にどちらかの方向へと走り出し、集団としての形を変えてい

く・・・本作をコロナ禍で見た観客は、今まさに自分達が置かれている状況と舞台上の彼らの姿を重ね合

わせたことだろう。ただし彼らはあくまで、自立した「個」として存在し、単なる集団のパーツになるこ

とはない。誰かと誰かがチームを組んでリフトをする時、また別の誰かと誰かが一人を空中に放り投げる

時、その瞬間ごとにそこにいる人たちの間では無言のやりとりが交わされ、お互いの間で重さや接触を通

じた交流が生じる。そこには圧倒的な信頼関係がなくてはならず、それが緊張感をもたらすこの舞台の要

になっている。 

最後は全員が登場し、腕を挙げる最初の動きを行い、ジャンプして暗転となる。彼らが地面から飛び上

がった後、どこに行き、どこに着地するのか、それは誰にもわからない。 

 

ところで、フランスにおいては、舞台芸術の領域にサーカスのバックグラウンドを持つアーティストが

進出し重要な位置を占めるのは、もはや珍しい光景ではないだろう。特に近年、サーカス独自の身体性が
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ダンスと接近し、新しい身体表現が誕生している。例えば日本での来日公演が記憶に新しいヨアン・ブル

ジョア（Yoann Bourgeois）は、螺旋状の階段から落下したダンサーが元いた地点へ回帰する運動を繰り

返し、まるで時間が巻き戻されたかのようなイリュージョンを舞台上に作り上げる。あるいはカミーユ・

ボワテル（Camille Boitel）は、ものとの関わりの中で生じるアクシデントや失敗を通して、重力に負け

続け、翻弄される人間の姿をアイロニーを込めて描き出す。また、パリ郊外にある国立舞踊センター

（CND）にて公演を行ったジュスティーヌとフレデリ（Justine & Frédéri）の『NOOS』（2015）は、ア

クロバットの身体性を生かしたデュオ作品であり、両者の間でのエネルギーの受け渡し、まるで物になっ

たかのような体の脱力と息吹を吹き返したような緊張の巧みな使い分け、二人の関係によってそれらが変

わっていく様子が描かれた。つまりダンスの中に、従来のダンストレーニング（そこにはバレエやモダン

ダンス、ヒップホップといったジャンルから、舞踏、ヨガなど様々なものが含まれうるが）を経たダンサ

ーだけでなく、ある意味では特殊な能力であるサーカスのテクニック（もちろんそれは訓練の賜物である

ので、他のダンスジャンルと同列に扱われるべきだが）を体得したアーティストが参入し、新たな潮流を

作り上げている。日本においてもその片鱗は見られるものの（例えば 2016 年のトヨタコレオグラフィー

アワードに参加した「頭と口」の渡邊尚や、瀬戸内サーカスファクトリーで活動するアーティストなど）、

そもそもサーカスのトレーニングがマイナーな日本ではこうした機運は高まっていない。というよりも、

それはフランスの特殊な事情が可能にしたことなのかもしれない。国立のサーカス学校があり、大学卒業

資格のように「サーカスアーティスト」の資格を取得できるシステムがあり、サーカスを伝統と革新の芸

術として国家的に支援しようとするフランスの政策の後押しもあって、こうした新しいジャンルが登場し

てきたと言えるだろう。 

しかしダンスにとって異質な身体の登場は、ダンスをより豊かにするもののはずであり、日本において

もダンスがこれらを貪欲に取り入れ、自らを変容させることで、さらなる発展が期待できるのではないだ

ろうか。 

 

（立教大学現代心理学部映像身体学科助教） 

  


